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　私たちのふるさと福井の将来を担う子供たち。
　「地域の宝物」とも言える子供たちを育てていく上で、これまで学校は大き
な役割を担ってきました。
　そして今、家庭や地域、学校が連携して、地域社会全体で子供たちを育てて
いく取り組みが始まっています。

　小学校低学年では、基本的な生活習慣がまだ
身に付いていなかったり、長い時間、先生の話
を集中して聞いているのは難しいものです。そ
こで、低学年児童の学校生活を手助けするた
め、保護者や地域の方々がボランティアとして
活躍しています。
　勝山市の成器南小学校では、初めての企画と
して、9月14日にフルートの生演奏付きで本の
読み聞かせを行いました。本を読むのも楽器を
演奏するのもすべてボランティアの皆さん。授
業が始まる前の朝のひととき、子供たちはフル
ートの調べとお話の世界に引き込まれているよ
うでした。
　また南条小学校では、今年4月から、ボラン
ティアが低学年の国語や算数の授業に加わっ
て、子供たちの学習を手助けしています。
　ボランティアの三田村さんは、「子供たちと
触れ合うことでパワーをもらい、自分自身が楽
しんでいる」とのこと。担任の山田教諭も、
「ボランティアの方に加わってもらうお陰で、
どの子供にも目が行き届くので、とても助かっ
ている」とのことでした。

フルートの調べにあわ
せた本の読み聞かせに
聞き入る子供たち＝成
器南小学校（勝山市）

算数の授業で子供たち
をサポートするボラン
ティア＝南条小学校
（南条町）



理科の教師２名がティ
ームを組んで、生徒に
きめ細かく説明＝小浜
第二中学校（小浜市）

英語の授業に少人数指
導を取り入れている上
中中学校（上中町）

　ティーム・ティーチングとは、複数の先生が
ティームを組んで授業を行う指導方法で、県内
各地の小中学校で取り入れています。
　小浜第二中学校では、週3時間の理科の授業
のうち１時間をティーム・ティーチングにして
います。理科を受け持つ稲葉教諭は「特に、実
験や観察の場合、考え方のヒントやポイントな
どを細かく指導することができる」ことから、
授業を受ける生徒にとってメリットがあること
を強調。また、ティームを組む先生同士が相互
に指導法を見ることができるので、「お互いの
刺激にもなり、いい勉強になる」といった効果
も生まれているとのことでした。
　また、ひとつのクラスを複数のクラスに分け
て少人数のグループを作り、きめ細かく指導す
るという「少人数指導」も取り入れています。
　上中中学校では、３年前から英語と数学で少
人数指導をスタートし、昨年からはさらに習熟
度別のクラス編成も導入しました。「人数が少
ないとたくさん発言できるので、よく話せるよ
うになった」とか、「分からないところがあっ
てもすぐに質問できるので、勉強しやすい」と
生徒には大好評。英語検定の合格者が増えると
いった結果も出ており、具体的な成果につなが
っています。

　子供たちを、地域ぐるみで育てていこうというのが福井型
コミュニティ・スクールです。保護者や地域の皆さんが学校
と一緒になって、自分たちの地域の将来を担う子供たちをど
のように育てていくか考え、そして共に協力しながら子供た
ちを育む取り組みを行っています。
　昨年度からスタートしたこの活動は、今年度は県内各地の
11小・中学校をモデル校として実施しています。
　その中のひとつ、　江市の北中山小学校では公民館と連携
して、「田んぼ」を活動の場として、「感性を育てる教育」
を行っています。
　こうした取り組みを通じて、地元の産業を理解したり、子
供たちの五感を育てるとともに、理科や社会科、生活科など
の教科の充実にもつなげています。

福井豪雨にもめげず立派に実った稲を刈り取る子供
たち＝北中山小学校（鯖江市）



　5月に子供たちが植えた苗は、７月の福井豪雨で冠水した
にもかかわらず元気に育ちました。9月15日、地元の農家の
方々が、鎌の使い方など稲刈りの仕方を説明した後、子供た
ちが稲刈りを行いました。
　今後は、籾の乾燥を実際に行いながら精米の過程について
学んだり、地元の方々からワラを使った細工を教えてもらっ
たりすることにしています。
　また、高浜町の和田小学校は、昨年9月に「福井型コミュ
ニティ・スクール」のモデル校に指定され、「地域から学校
へ、学校から地域へ、そして地域と学校が共に」をコンセプ
トにこれまで活動してきました。こうした活動が地域に根づ
き、モデル校の指定が終わった今年度も引き続き、地域を挙
げて福井型コミュニティ・スクールに取り組んでいます。

福井型コミュニティ・スクールの活動も２年目を迎
え、着実に地域に根付いている和田小学校（高浜
町）

　中学校と高校との間でも、新たに「中高一貫教育」の導入に向けた研究を進めています。これ
は、中学校と高校の６年間をつなげて、ゆとりの中で生徒の個性や創造性を伸ばすというもので
す。
　今年度は、朝日東中学校と丹生高校、金津中学校・芦原中学校と金津高校、そして三方中学校・
美浜中学校と美方高校の合計３地域が、それぞれの地域に合った中高一貫教育について研究し、今
後、新たにスタートすることにしています。

　学校だけではなく、家庭や地域も加わって、地域の特色を活かしながら子供た
ちを育てていく取り組みが、県内各地で始まっています。
　是非皆さんも、教育にもっと関心を持ち、そして学校と互いに手を取り合いな
がら、地域全体で子供たちを育んでいきましょう。
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